
公開用 研究内容 

 

研 究 課 題 名 糖尿病患者に対する SGLT2 阻害薬投与における尿糖排泄量の変化につい

ての検討 

研 究 の 内 容 【目的】 

SGLT2 阻害薬の長期における効果を評価するために、投与開始から 1 年

以上経過した患者さんの 24 時間蓄尿での尿糖排泄量の変化を検討しま

す。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

当院通院中の糖尿病患者さんで 2017 年以降に SGLT2 阻害薬が開始さ

れ、投与開始前、投与開始後１年以内、さらにその１年後の 3 回で 24 時

間蓄尿を評価できた症例。 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、検査結果（血液検査、尿検査）  

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】若山尚寛 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 糖尿病 

研究責任者 糖尿病・腎臓内科 若山尚寛 

承認年月 2024 年 1月 

 

研 究 課 題 名 イメグリミンの治療効果の検討 

研 究 の 内 容 【目的】 

2021 年 9 月に本邦でイメグリミンが上市されました。比較的新しい

薬剤であり、まだその有用性についての報告は多くはないため、イメ

グリミンの血糖に与える作用について検討しました。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

2 型糖尿病の患者さんで、西暦 2021 年 11 月 1 日から西暦 2023 年 5 月

31 日の間にイメグリミンの処方を受けた方 

●利用するカルテ情報 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、血液検査結果 



【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】上田健太郎 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 2型糖尿病 

研究責任者 糖尿病・腎臓内科 上田健太郎 

承認年月 2024 年 1月 

 

研 究 課 題 名 冠動脈瘤に合併する急性冠症候群に対するエキシマレーザーの有効

性 

研 究 の 内 容 【目的】 

冠動脈瘤に合併する急性冠症候群に対するエキシマレーザーの有効

性を評価する 

【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2010 年 1 月 1 日から西暦 2023 年 12 月 31 日までに大垣

市民病院にて冠動脈瘤によって急性冠症候群を発症し、経皮

的冠動脈形成術を行なった患者 

●利用する検体、カルテ情報 

検体：なし 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、既往歴、検査結果（血液

検査、画像検査、心電図検査、心エコー検査、冠動脈造影所見、冠動脈形

成術に使用した物品）、負荷シンチ検査所見、死亡の有無、カテーテル治

療の有無 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】柴田 直紀、森島 逸郎 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別され

る試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 冠動脈瘤によって急性冠症候群を発症した患者 

研究責任者 循環器内科 柴田 直紀、森島 逸郎 

承認年月 2024 年 1月 

 

研 究 課 題 名 エキシマレーザーを使用した経皮的冠動脈形成術に関する臨床的



予後調査 

研 究 の 内 容 【目的】 

冠動脈疾患を有する患者における、エキシマレーザーを用い

たカテーテル治療の有用性の検討を行う 

【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2016 年 1 月 1 日から西暦 2023 年 12 月 31 日までに大垣

市民病院にて経皮的冠動脈形成術を行なった患者 

●利用する検体、カルテ情報 

検体：なし 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、既往歴、検査結果（血液

検査、画像検査、心電図検査、心エコー検査、冠動脈造影所見、冠動脈形

成術に使用した物品）、負荷シンチ検査所見、死亡の有無、カテーテル治

療の有無 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】柴田 直紀、森島 逸郎 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別され

る試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 冠動脈疾患を有し経皮的冠動脈形成術を施行された患者 

研究責任者 循環器内科 柴田 直紀、森島 逸郎 

承認年月 2024 年 1月 

 

研 究 課 題 名 薬剤師による早期モニタリングとフィードバックがアミノグリコ

シド系薬の適正使用に与える影響 

研 究 の 内 容 【目的】 

アミノグリコシド系薬の適正使用に対して、薬剤師主導の早期モニタ

リングとフィードバックが与える影響を明らかにする。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2014 年 1 月 1 日から西暦 2023 年 12 月 31 日までに大垣市民病院

において、アミノグリコシド系薬（当院採用薬であるトブラマイシン、

アミカシン、ゲンタマイシンおよびアルベカシン）が静脈注射された入

院患者さん 

●利用するカルテ情報 

カルテ情報：患者背景（年齢、性別、体重、感染巣）、血液所見



（腎機能、血液培養検出菌、血中濃度）、治療（投与量、投与

理由、薬剤師による介入、抗菌薬適正使用支援ラウンド介入）、 

転帰（30日以内死亡、腎障害を含む副作用発現） 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】篠田康孝 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 アミノグリコシド系薬使用患者 

研究責任者 薬剤部 篠田康孝 

承認年月 2024 年 1月 

 

研 究 課 題 名 病院における薬剤師外来の役割と評価 

‐経口抗がん薬、オピオイド、エピペン、吸入薬‐ 

研 究 の 内 容 【目的】 

経口抗がん薬、オピオイド、エピペン、吸入薬に対する薬剤師外来を病

院薬剤師が行う利点の検討 

【方法】 

●対象となる患者さん 

下記の期間、対象薬剤が大垣市民病院で処方された患者さん 

経口抗がん薬：対象薬剤が西暦 2020 年 4 月 1 日から西暦 2023 年 12 月

31 日まで 

オピオイド：西暦 2018 年 1 月 31 日から西暦 2022 年 12 月 31 日まで 

エピペン：西暦 2023 年 7月から西暦 2023 年 12 月 31 日まで 

吸入薬：西暦 2018 年 4 月 30 日から 2023 年 12 月 31 日まで 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：対象薬剤が処方された患者数、年齢、身長、体重、体表面

積、処方内容、副作用 

【提供方法】 

自施設 

【利用範囲】 

自施設 

【情報管理責任者】西村 充礼 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 悪性新生物、アレルギー、喘息、COPD等 



研究責任者 薬剤部 西村 充礼 

承認年月 2024 年 1月 

 

研 究 課 題 名 小児期の慢性好中球減少症の検討 

研 究 の 内 容 【目的】 

 小児期の慢性好中球減少症の多くが、乳児期に発症する自己免

疫性好中球減少症が原因ですが、その他に白血病などの血液悪性

疾患、重症先天性好中球減少症などの遺伝性疾患といったの多彩

な原因があります。現在のところ小児期の慢性好中球減少症に対

する検査の進め方や自己免疫性好中球減少症の治療方法は定まっ

ていません。本研究では、小児の慢性好中球減少症患者さんの原

因、症状、治療法、治療期間、予後などを検討し、今後の検査法や

治療法に役立てます。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2018年 4月 1日から西暦 2024年 2月 26日の間に慢性の好

中球減少症と診断された 15歳以下の方 

●利用する検体、カルテ情報 

検体：なし  

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、検査結果、治療法、

治療期間、予後。 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】小島 大英 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識

別される試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 15 歳以下の慢性好中球減少症患者 

研究責任者 小児科 小島大英 

承認年月 2024年 2月 

 

研 究 課 題 名 小児炎症性腸疾患の臨床的検討  

研 究 の 内 容 【目的】 

 炎症性腸疾患とは、慢性あるいは寛解・再燃性の腸管の炎症性疾

患を総称しており、一般に潰瘍性大腸炎とクローン病を指します。 

 近年、小児の炎症性腸疾患の患者さんが増えてきています。小児炎



症性腸疾患の臨床症状、検査結果、治療方法、治療期間などを把握す

ることで今後の診療に役立てます。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2018年 4月 1日から西暦 2024年 2月 26日の間に潰瘍性大

腸炎またはクローン病の診断を受けた 15歳以下の方 

●利用する検体、カルテ情報 

検体：なし  

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、検査結果（血液検

査、消化管内視鏡検査、注腸Ｘ線検査）、治療法、治療期間。 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】小島 大英 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識

別される試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 潰瘍性大腸炎、クローン病 

研究責任者 小児科 小島大英 

承認年月 2024年 2月 

 

研 究 課 題 名 前立腺肥大症に対する経尿道的前立腺吊り上げ術の臨床的検討 

研 究 の 内 容 【目的】 

前立腺肥大症に対する経尿道的前立腺吊り上げ術の有効性と安全性を示

し、今後の治療選択において有用な情報を提供するため。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

前立腺肥大症の患者さんで、西暦 2023 年 7 月 1 日から西暦 2024 年 3

月 21 日の間に経尿道的前立腺吊り上げ術を受けた方 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：年齢、性別、身長、体重、BMI、主訴、前立腺体積、前治

療、治療前 IPSS、治療前 OABSS、尿流量測定、残尿量、麻酔方法、既往

症、術後 IPSS,術後 OABSS、術後尿流量測定、術後残尿量、尿道カテーテ

ル留置期間、自己導尿離脱率、合併症 

【提供方法】 

自施設 

【利用範囲】 

自施設 



【情報管理責任者】谷口 友規 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 前立腺肥大症 

研究責任者 泌尿器科 谷口友規 

承認年月 2024年 3月 

 

研 究 課 題 名 十二指腸乳頭部癌に対する腹腔鏡手術と開腹手術の比較研究 

研 究 の 内 容 【目的】 

2008 年から 2023 年の期間に当院で実施した十二指腸乳頭部癌に

対する腹腔鏡手術と開腹手術を後方視的に解析し、患者背景、短

期成績、長期成績ついて検討を行う。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

2008 年から 2023 年の間に当院で根治切除を企図して手術が行わ

れ、術後病理組織検査で十二指腸乳頭部癌と診断された患者さん 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、検査結果（血液検査、画

像検査、など）。 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】佐久間 政宜 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 十二指腸乳頭部癌と診断された患者さん 

研究責任者 外科 佐久間政宜 

承認年月 2024 年 3 月 

 

研 究 課 題 名 進行・再発大腸がんにおけるパニツムマブ投与時の低マグネシウ

ム血症に対する薬剤師主導によるプロトコール作成の有用性 

研 究 の 内 容 【目的】 

EGFR 抗体薬であるパニツムマブは、進行・再発結腸・直腸がんに対し

て使用されており、特徴的な副作用に皮膚障害や爪囲炎、低マグネシウ

ム血症がある。低マグネシウム血症では初期は自覚症状に乏しいが、重

篤化すると治療の継続に困難になる場合がある。そこで、低マグネシウ



ム血症の発現時の対応について薬剤師主導でプロトコールを作成し、そ

の有用性について検討する。 

●対象となる患者さん 

大腸がん患者さんで、西暦 2010 年 1 月 1 日から西暦 2023 年 12 月 31

日の間にパニツムマブの投与を受けた方 

●利用する検体、カルテ情報 

後向き観察研究 

研究対象者について、下記の臨床情報を診療録より取得する。 

①  臨床所見（年齢、性別、BMI、臨床病期、原発部位、転移部

位、 

治療レジメン名、治療ライン、コース数、治療成功期間） 

②  血液所見（血清マグネシウム等） 

③  治療内容（投与量、減量の理由、中止理由） 

④  副作用（低マグネシウム血症、皮膚障害等） 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】伊藤 大輔 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別され

る試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 大腸がん 

研究責任者 薬剤部 伊藤大輔 

承認年月 2024 年 3月 

 

研 究 課 題 名 高齢な卵巣がん患者のニラパリブに対する忍容性評価-予備調査- 

研 究 の 内 容 【目的】 

本研究では、75歳以上の高齢者における副作用発現率を検証し

安全性を明らかにする。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

2020 年 1 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日の間に大垣市民病院に

て、卵巣がん患者にニラパリブが投与された患者  

●利用する検体、カルテ情報 

検体：なし 

カルテ情報：患者特性（年齢、性別、身長、体重、ALB、CRE、臨床

病期）、用量、NRS による評価、副作用、維持量達成

状況、治療中止事由 

【提供方法】 



自施設 

【利用範囲】 

自施設 

【情報管理責任者】松山里奈 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別

される試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 卵巣がん 

研究責任者 薬剤部 松山里奈 

承認年月 2024 年 3月 

 

研 究 課 題 名 小児アドレナリン自己注射患者を対象とした薬剤師によるエピペン

外来の有用性評価 

研 究 の 内 容 【目的】 

アドレナリン自己注射薬（エピペン®）は、2005年に小児への処方

が可能となり、アナフィラキシーの緊急時治療として重症化リス

クの軽減につながることが期待されています。しかし、アナフィラ

キシー出現時に医療機関受診前のエピペン使用率が 46％であると

いう報告や、エピペンを所持しているにも関わらず約半数が使用

できていないという報告があります。この原因としてアナフィラ

キシー症状の認識が不十分であることやエピペンを使用すること

への恐怖心などが考えられます。エピペンは自己注射であるため、

使用タイミングや使用方法について患児または保護者がしっかり

理解しなければならず、患者教育が重要となります。これまで当院

では、医師がエピペンを処方する際、小児科外来にて医師または看

護師より説明が行われていましたが、指導に十分な時間を費やす

ことができないことが課題でした。こうした背景から、2023 年７

月より薬剤師がエピペン処方患児への指導を開始しました。そこ

で今回、エピペンに関する患者の理解度の変化や指導の満足度に

ついてアンケート調査を実施し、薬剤師がエピペン指導に介入す

ることによる有用性を評価します。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

2023 年 7 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日の間に大垣市民病院に

て、エピペンが処方された小児患者さん 

●利用する検体、カルテ情報 

検体：なし 



カルテ情報：患者特性（年齢、性別）、指導前後のアンケート用紙

（理解度調査、満足度調査）、指導用説明書 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】吉田真也 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別

される試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 小児のアナフィラキシー 

研究責任者 薬剤部 吉田真也 

承認年月 2024年 3月 

 

研 究 課 題 名 Dose Rounding と Drug Vial Optimization による抗がん剤廃棄量

削減効果の比較 

研 究 の 内 容 【目的】抗がん薬 Dose Rounding（DR）および Drug Vial Optimization

（DVO）を導入した際の残薬削減効果をシミュレーションし、抗がん薬廃棄

量削減効果を比較検討することを目的とする。 

【方法】 

●対象となる患者様 

西暦 2023年 1月 1日から西暦 2023年 12月 31日までに研究参加

施設において調製された抗がん薬（ゲムシタビン、ベバシズマブ、ラム

シルマブ、トラスツヅマブ、フルオロウラシル、レボホリナート）が投与さ

れた患者様。 

●利用する検体、電子カルテ情報 

抗がん薬治療患者数、治療総数、調製量 

【提供方法】 

研究代表施設に電子媒体で送付し、データにはパスワードを設定する 

【利用範囲】自施設および共同研究施設（神奈川県立足柄上病院） 

【情報管理責任者】宇佐美英績 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる資料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 抗がん薬（ゲムシタビン、ベバシズマブ、ラムシルマブ、トラスツヅマブ、

フルオロウラシル、レボホリナート）の治療を行った患者さん 

研究責任者 薬剤部 宇佐美英績 

承認年月 2024年 4月 

 

 



研 究 課 題 名 発作性・持続性心房細動患者におけるクライオバルーンアブレーシ

ョン術前後の心外膜脂肪組織量の変化：「心房細動が心外膜脂肪を増

やす」説を支持する結果 

研 究 の 内 容 【目的】 

心房細動に対する心外膜脂肪組織の影響については、まだ初期の段階

である。基本的には、"心外膜脂肪が心房細動を引き起こす "メカニズ

ムは、様々なサイトカイン、酸化ストレス、心房リモデリングを引き

起こす脂肪浸潤を介した多因子性要因で示された。しかし、"心房細

動が心外膜脂肪を増やす "メカニズムは完全には解明されていない。

我々は、洞調律への復帰が心外膜脂肪容積の減少を介して心房の逆リ

モデリングを引き起こすことを明らかにすることで。心房の逆リモデ

リングの経路の一つを明らかにしようと試みた。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

2015 年 11 月から 2023 年 2 月までに初回のクライオ心房細

動アブレーション施行されており、治療前、治療後 6 ヶ月時

点で造影 CT 検査が施行されている患者さん 

●利用する検体、カルテ情報 

検体：なし 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、既往歴、検査結果（血液

検査、画像検査、心電図検査、心エコー検査、アブレーション治療に関わ

る手技内容、心臓 CT 検査所見 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】森島 逸郎 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別され

る試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 心房細動に対してアブレーション施行した患者さん 

研究責任者 循環器内科 森島逸郎 

承認年月 2024年 4月 

 

研 究 課 題 名 脾臓摘出患者に対する薬剤師のワクチン接種推奨の取り組みによ

る接種状況の検討 

研 究 の 内 容 【目的】 

脾臓摘出術を行った患者さんに対し、薬剤師がワクチンの接種推奨を

行ったことによるワクチン接種状況について調査、評価します。 



【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2020 年 1 月 1 日から西暦 2023 年 12 月 31 日の間に当院外科で脾

臓摘出術を行った患者さん 

●利用する検体、カルテ情報 

検体：なし 

カルテ情報：年齢、性別、病歴に関する情報（疾患名、脾臓摘出理由）、

術式、肺炎球菌ワクチンおよび髄膜炎菌ワクチンの接種状況および接

種日、医師および他職種による脾臓摘出のカルテ記載の有無 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】堀田奈央 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別され

る試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 脾臓摘出術を行った患者さん 

研究責任者 薬剤部 堀田奈央 

承認年月 2024 年 4月 

 

研 究 課 題 名 抗がん薬調製ロボットを活用した単回バイアル複数回使用（DVO） 

〜業務効率を上げた医療費削減のための DVO薬剤選択〜 

研 究 の 内 容 【目的】 

抗がん薬調製ロボット使用での DVO を検討し、DVO 業務効率と日本の医

療費削減の向上に関する情報提供を目的とします。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2023 年 3 月 1 日から西暦 2024 年 3 月 31 日までに大垣市民病院 

薬剤部において抗がん薬（パクリタキセル、エトポシド、オキサリプラ

チン）が投与された患者さん。 

●利用する検体、カルテ情報 

抗がん薬治療患者数、処方量、調製量 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】守屋昭宏 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 抗がん薬（パクリタキセル、エトポシド、オキサリプラチン）の投



与患者さん 

研究責任者 薬剤部 守屋昭宏 

承認年月 2024 年 4月 

 

研 究 課 題 名 ラムシルマブ投与中の胃がん患者における深部静脈血栓症モニタ

リングのための下肢超音波検査状況を施行する最適なD-Dimmer値

の特定 

研 究 の 内 容 【目的】 

ラムシルマブ（Rmab）は、進行・再発の胃がんに対して単独もしく

はパクリタキセル（PTX）と併用される。Rmab投与患者では、静脈

血栓塞栓症を認めることがあり注意深い観察が必要になる。その

場合、凝固系マーカーでのフォローが推奨されるが、明確な基準

はない。本研究は、Rmab を含む化学療法を受けた進行・再発胃が

ん患者において、下肢超音波検査を施行する D-Dimmer値の目安を

明らかにすることを目的とした。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

ラムシルマブ投与中の胃がん患者さん 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、薬剤使用歴、検査

結果（血液検査、画像検査） 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】竹中翔也 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識

別される試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 胃がん 

研究責任者 薬剤部 竹中翔也 

承認年月 2024 年 4月 

 

研 究 課 題 名 アセトアミノフェン（APAP）過量摂取患者における N-アセチル

システイン (NAC) 投与の指標の検討 

研 究 の 内 容 【目的】 

アセトアミノフェン（APAP）は、重篤な肝障害など急性中毒の要

因となる主要な薬剤です。過量摂取時には、解毒剤である N-アセ



チルシステイン (NAC) 投与の指標としては血清中 APAP 濃度を

用います。しかし、APAP の血中濃度を自施設で測定できる救急

施設は少なく、迅速な対応が望まれています。大垣市民病院（当

院）でも高用量摂取している場合など迅速な対応が求められる場

合には、血中濃度測定を行わずに NAC 投与を検討します。目安と

しては、7.5g または 150mg/kg 以上が一つの基準として挙げられ

ますが、実際はより低用量の場合でも NAC 投与を行う場合も多

くあります。本研究では NAC 投与の指標となりうる要素につい

て検討を行います。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

2014 年 4 月から 2024 年 3 月までに当院救急外来を受診し、薬剤

部で APAP 血中濃度測定を行った患者 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、アセトアミノフェ

ン血中濃度測定結果 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】新田滉基 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識

別される試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 アセトアミノフェン中毒の患者さん 

研究責任者 薬剤部 新田滉基 

承認年月 2024 年 4月 

 

研 究 課 題 名 B型肝炎に対する核酸アナログ製剤投与症例の検討 

研 究 の 内 容 【目的】 

B 型肝炎の抗ウイルス薬（核酸アナログ製剤）を長期間内服してい

る患者さんにおいて、薬の効果、副作用、B 型肝炎の進行の抑制効果、

肝がん（肝細胞癌）の発生の頻度と危険因子などを、日常の検査デー

タを使って調べます。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

大垣市民病院で B 型慢性肝炎の診断を受け、核酸アナログ製剤を

内服されている患者さん 

●利用する検体、カルテ情報 



カルテから採血や画像検査（腹部エコー・CT・MRI など）の結果、

その後の経過の情報を取り出して解析します。 

検体：なし 

カルテ情報：年齢、性別、身長、体重、採血結果（肝機能・栄養状

態・ウイルスの検査など）、画像検査結果（腹部エコー・

CT・MRI など）、内服開始後の入院の有無 

【提供方法】 

核酸アナログ製剤を内服している B 型肝炎の患者さんのカルテから、

氏名等の情報を除いてデータを取り出します 

【利用範囲】自施設および名古屋市立大学 

【情報管理責任者】豊田秀徳 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 B 型慢性肝炎 

研究責任者 消化器内科 豊田秀徳 

承認年月 2024年 5月 

 

研 究 課 題 名 X線 CT画像における急性期脳梗塞の検出能の評価 

―コンピュータ支援診断システムの併用による効果の検証― 

研 究 の 内 容 【目的】 

X線 computed tomography（CT）検査において、急性期脳梗塞に対す

るコンピュータ支援診断システム（computer-aided diagnosis：CAD）

の有無が観察者の検出能に与える影響を評価する。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2022 年 8 月 1日から西暦 2024 年 4 月 30 日の間に急性期脳梗塞

疑いで頭部単純 CT と MRI が実施され、かつ機械的血栓回収療法が行

われた患者さん。また、同疾患を疑われ急性期脳梗塞を除外された患

者さん。 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、検査結果（画像検査） 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】久保山 拓実 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 



対象疾患 急性期脳梗塞 

研究責任者 診療検査科 中央放射線室 久保山拓実 

承認年月 2024年 5月 

 

研 究 課 題 名 肝細胞がんに対するレンバチニブ治療において倦怠感や消化器症状

にて減量または治療が中止になる患者の予測因子の特定因子の特定 

研 究 の 内 容 【目的】 

レンバチニブ（LEN）は肝細胞癌 (HCC) の治療に使用されるマル

チチロシンキナーゼ阻害剤です。LEN は肝細胞癌の標準的な治療薬

ですが、有害事象 (AE) の発生率が高いことが LEN 治療の問題点で

す。これらの AE により治療の中止が必要になる場合があります。 

最近開発された ALBI score/grade は、客観的な肝予備能の指標であ

り、予後の予測に有用であると考えられています。Kawamura らは、

LEN 治療を受けた肝機能が良好（mALBI グレード 1 および 2a）かつ

肝内標的結節を有する HCC 患者に対しては、治癒目的の後続治療が

より有用であるとしています。このように、ALBI score/grade は、予

後の予測に有用ですが、副作用の発現を予測しているものではありま

せん。このような中、Enomoto らは、副作用による中止の危険因子を、

ロジスティック回帰を使用して分析しました。その結果、ALBI グレ

ード 2 と降圧薬の不使用は、有害事象による中止の独立した要因で

あることが示されました。しかし、この報告の症例数は限られていま

す。 

今回我々は、減量や治療延期となる因子に着目しました。臨床にお

いては、倦怠感や食欲不振などの消化器症状により、減量や治療延期

となることが多いです。倦怠感や食欲不振などの消化器症状は、患者

の QOL を低下させ治療継続に影響を及ぼすことが考えられるからで

す。減量や治療延期となるリスク因子が分かれば、患者指導や医師へ

の処方提案に活かすことができます。 

本研究の目的は、肝細胞がんに対するレンバチニブ治療において倦

怠感や消化器症状にて減量または治療が中止になる患者の予測因子

を特定することです。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

大垣市民病院にて、レンバチニブが投与された肝細胞がん患者さん 

●利用する検体、カルテ情報 

検体：なし 



カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、検査結果（血液検査） 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】木村美智男 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 肝細胞がん 

研究責任者 薬剤部 木村美智男 

承認年月 2024 年 5 月 

 

研 究 課 題 名 オレキシン受容体拮抗薬服用患者における転倒のリスク因子の調査 

研 究 の 内 容 【目的】 

ベルソムラ（スボレキサント）とデエビゴ（レンボレキサント）服

用患者さんの転倒リスク因子を探索する 

【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2022 年 1 月 1 日から 2023 年 12 月 31 日の間にベルソムラか

デエビゴを服用した入院患者さん 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：年齢、性別、BMI、既往歴（転倒、せん妄、脳血管疾

患）、併用薬（抗認知症薬、抗うつ薬、抗精神病薬、ベンゾジアゼピ

ン、非ベンゾジアゼピン、抗パーキンソン病薬、NSAIDs、降圧薬、糖

尿病治療薬）、併存疾患（高血圧、糖尿病、心不全、うつ、統合失調

症、パーキンソン病、認知症）、転倒アセスメントスコア、転倒の有

無 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】森光輝 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 不眠症 

研究責任者 薬剤部 森光輝 

承認年月 2024年 5月 

 

研 究 課 題 名 終末期における抗菌薬適正使用支援の現状評価 



研 究 の 内 容 【目的】 

薬の耐性を持つ細菌の拡散を防ぐため、抗菌薬の適切な使用を促進す

る取り組みが国際的に行われています。通常、抗菌薬は感染症の治療

に使用されますが、終末期の患者さんでは、症状緩和のために抗菌薬

を用いることがあり、その割合は約 44%にも上ります。このような背

景から、終末期の患者さんへの適切な抗菌薬の使用は非常に重要で

す。本研究では、当院で行っている全ての注射用抗菌薬に関する薬剤

師の取り組みを通じて、終末期の患者さんへの対応を調べ、抗菌薬の

適切な使用をさらに進めることを目指します。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2023年 1月 1日から西暦 2023年 12月 31日までの間に大垣市民

病院で死亡し、死亡する 14 日以内に注射用抗菌薬を使用した患者さ

ん 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報： 

① 臨床所見（性別、年齢、併存疾患、心・肺・腎・肝の重症度、

認知症・悪性腫瘍の重症度） 

② 血液所見（総ビリルビン値、アルブミン値、クレアチニン値、

PT＿INR、eGFR、） 

③ 抗菌薬使用歴、使用期間、使用目的 

④ 治療方針（看取りの方針か否かなど）と治療内容（昇圧剤投

与、解熱剤投与、麻薬投与、輸血投与） 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】大橋健吾 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 特定しない 

研究責任者 薬剤部 大橋健吾 

承認年月 2024年 5月 

 

研 究 課 題 名 薬剤師による中毒対応 24時間体制の状況とその有用性の評価 

研 究 の 内 容 【目的】 

薬剤師による中毒対応 24 時間体制についてアセトアミノフェン中毒

に着目し、有用性について評価します。 



【方法】 

●対象となる患者さん 

アセトアミノフェン中毒の患者さんで、2006 年 1 月～2024 年 3 月

の間にアセトアミノフェンの血中濃度を測定した患者さん 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：年齢、アセトアミノフェン血中濃度、アセトアミノフ

ェン服用量、アセトアミノフェン服用時間、救急受診時間、アセチル

システイン処方の有無 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】髙橋侑杜 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用又は他の研究機関への提供を停止する 

対象疾患 アセトアミノフェン中毒 

研究責任者 薬剤部 髙橋侑杜 

承認年月 2024年 5月 

 

研 究 課 題 名 電子カルテ情報を利用した在庫管理システム構築の取り組み 

研 究 の 内 容 【目的】 

各薬品の処方実績や次回処方を予測するシステムの構築とその有効

性の評価。電子カルテの処方情報・予約情報より各薬品の処方実績や

次回処方を予測するシステムを構築した。今回、システムの有効性を

評価するため欠品・急配および薬価改定での損失軽減効果を調査し

た。 

【方法】 

●対象となる患者さん 

西暦 2023年 8 月 1 日から西暦 2024年 5 月 31 日までに大垣市民病

院の処方を受けた全ての患者さん 

●利用する検体、カルテ情報 

カルテ情報：診療科、処方薬剤、処方日数、次回予約日 

【提供方法】自施設 

【利用範囲】自施設 

【情報管理責任者】地道大賀 

【拒否機会の保障】研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別さ

れる試料・情報の利用を停止する 

対象疾患 当院で処方を受けた全患者 



研究責任者 薬剤部 地道大賀 

承認年月 2024年 5月 

 

 

ここに記載しました臨床研究で試料等の利用に同意されない場合には、研究実施診療

科までお申し出下さい（代表電話番号:0584-81-3341）。 

 


